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兵庫県たつの市でフェモラータオオモモブトハムシを発見

刈田悟史
フェモラータオオモモブトハムシ（Sagra femorata)

は主に三重県周辺で確認されている大型の帰化種である．
筆者は兵庫県下で２例目となる個体を確認しているので，
少し古い記録となるが報告する．

2017 年７月２７日正午過ぎ，兵庫県たつの市新宮町
にて，建物の自動ドア前に落ちてもがいている本種１♀

図 1　尼崎市立花町で発見されたヤシオオオサゾウムシ　著者撮影． 図 1　たつの市で見つかったフェモラータオオモブトハムシ　著者撮影．

後日，この奇妙なゾウムシについて調べてみると，
ヤシオオオサゾウムシであることがわかった．その後
本件を，兵庫県立人と自然の博物館に連絡したところ，
2017 年 11 月に本種は西宮市で発見されていたことが
わかった（川崎ら，2017）．また，同博物館を経由して，
尼崎市役所に問い合わせたところ，尼崎市での記録はと
くに知られていないようであった．

ヤシオオオサゾウムシのいた医院は市街地にあり，
周辺には草木もなく，どこかから飛来して偶然医院内に
迷い込んだものと思う．本種の食樹はフェニックスとさ
れているが，発見場所付近にフェニックスの植栽は見当
たらず，発生源は特定できなかった．なお川崎らの西宮
市での発見地点から今回の発見地点までは，武庫川を挟
んで，直線距離で 3km 足らずである．

記録の公表を勧めてくださった兵庫県立人と自然の
博物館，八木剛氏にお礼申し上げる
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を確認，撮影した（図 1）．確認した個体は中脚が左右
とも欠損していたが非常に活発に活動しており，撮影後
に誤って逃げられてしまったため，標本は残っていない．

なお，発見箇所は栗栖川沿いであり，川沿いのクズ
群落での発生を疑ったが，それ以降追加個体は確認でき
ておらず，冬期に周辺を探索した際にも虫こぶ・ゴール
等は確認できなかった．おそらくは資材等にまぎれて持
ち込まれたものではないかと思われる．

なお，本種の本来の産地はインドから東南アジア，
中国南部であり，2009 年に三重県松阪市で確認された
後，三重県内での分布域を拡大し続け，2017 年以降は
愛知県名古屋市にも定着している．兵庫県内では 2016
年 7 月に宍粟市にて１例の記録が確認されているもの
の，それ以降の今回記録以外の報告はなく，現状では定
着していないものと推定されるが，一度定着すると根絶
は困難であることから，今後も十分な注意が必要である．
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